
～ 現在 氏名 植野浩三

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1980年奈良大学在職期間

日本考古学会、日本文化財科学会、考古学研究会、全日本博物館学会

古墳時代手工業生産史、須恵器生産史の研究、歴史博物館の実態と動向

1978年３月　奈良大学文学部史学科　卒業

文学士

日本考古学、博物館学



① 『博物館実習マ
ニュアル』

共著

② 『金海大成洞古墳
群』Ⅱ

共訳

① 「ＴＫ73型式の再
評価－高杯の消長
を中心にして－」

単

② 「日韓古代窯跡調
査の動向」

単

③ 「陶邑と渡来人」 単

『田辺昭三先生古稀記念論
文集』田辺昭三先生古稀記
念の会

『総合研究所所報』第11号
奈良大学総合研究所

『日本考古学協会 2003年
度滋賀大会発表資料』日本
考古学協会

大阪朝鮮考古学研究会

2002年8月

2003年3月

2003年10月

芙蓉書房出版2002年3月

2002年5月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

 全国大学博物館講座協議会
西日本部会編 第７節「史
跡・名勝・遺跡」pp97～103
担当。史跡・名勝・遺跡が
博物館資料になりうる可能
性について指摘し、解説し
た。

　韓国の『慶星大學校博物
館研究叢書』第７輯（慶星
大學校博物館　2000年6月刊
行）を共訳した。金海地方
では著明な古墳群であり、
貴重な遺物も出土してい
る。

pp.227～240。初期須恵器窯
の製品が、初期段階では多
種多様なものから、次段階
のＴＫ73型式には取捨選択
され日本化する様相を指摘
した。

pp.165～176。研究助成の成
果。韓国の窯跡調査の現状
を整理し、日本との窯の比
較を行った。

学会発表資料。大阪陶邑窯
跡において、渡来人導入の
あり方を遺跡や遺物の総合
的な視点からに論じた。



④ 「渡来人と手工業
生産の展開」
2004.3

単

⑤

⑥

① シンポジュウム
「中世の流通と交
通」司会・進行。

② シンポジュウム
「中世都市奈良と
各都市の諸相」司
会・進行。

③ 「シンポジュウム
－浄土寺古墳を考
える」司会・進
行。他

④

⑤

『文化財学報』第22集

読売文化センター奈良大学
文化講座　伏見公民館

奈良市平城東公民館講演。
日本考古学協会2003年度滋
賀大会発表。広島県安芸津
町公民館講演。

茨木市文化財資料館講演。
福井県美浜町教育委員会

2003年

Mar-04

（その他）

pp13～32。上記発表を基本
にして、大阪陶邑窯跡にお
いて、渡来人導入のあり方
を遺跡や遺物の視点から詳
細に論じ、定着化の様相を
示した。


